てみ る 気持に なった だけの ことで あるが、 心臓の 上へ 

小説 を 押し当てて いると、 私 はだら しなく センチ メン 

タルに なって、 なつかし さで 全てが 一 つに 溶けて ゆく 

ような 気持に なった。 理窟で はない ので、 自分の 仕事 

の 愛情 はそう いう もの だ。 尤も 書き あげて 一週間 も 

たっと、 今度 は 見る のが 怖し いような 気持に なり、 題 

名 を 思いだ しても ゾッ とする ようにな つ てし まう。 

あるとき 友達の 画家が、 談 たまたま 手紙 一 般 より 恋 

文の ことに 至リ、 御 婦人に 宛てる 手紙 だけ は 原稿用紙 

は 使わない、 レタ ー . ぺ ー パ ー を 用いる、 原稿用紙 は 

下書きに すぎない から、 と言う。 私 は 初め 彼の 言葉が 



いんとく ま い 

出と 同じ ことで 農民 は 不平で あり、 大いに 隠匿 米 もや 

リ たいで あろうが、 今日と 違う ところ は 上からの 天下 

り 命令が 絶対で 人民の 権利 だの 官吏 横暴な どと 法規 を 

楣に する 手がない から、 泣く 子と 地頭に はか たれない 

という ことにな つて、 逃亡と か 浮浪と いう こと を やる _ 

尤も 本当 は 逃げずに 戸籍 だけ ごまかす という 手 も あつ 

たに 相違ない が、 奈良朝 だの 平安朝の 今日 残存す る 戸 

籍簿に 働き盛りの 男子が 甚 しく 少 いのは 名高い 話で、 

つまり 逃亡して いるか、 戸籍 を ごまかして いるので あ 

かれんち ゆうきゅう 

る。 逃亡の 理由に も 色々 とあって、 国守の 苛斂 誅求 

を さける だけなら 隣国へ 逃げても よい。 こういう 逃亡 



は 走り 百姓と いつ て 中世 以降 徳川 時代まで つづいて い 

た。 けれども 税 そのもの を 逃げる という 手段 もあって 

口分田 は税を とられる が 荘園 は 国司 不 入の 地で あるか 

ら 自分の 田畑 を 逃げて 荘園へ 流れ こむ。 又は 自分の 土 

地 を 荘園へ 寄進して 脱税 を はかる という 風潮が 全国 一 

般 のこと になった から、 国有の 土地が 減少して 寺領と 

か 権門勢家に 所属す る 荘園が ふとって、 貴族 や 寺院 は 

富み 栄えて 貴族 時代 を 現出す る。 と - J ろが 貴族が 都 の 

花に うかれて 地方 管理 を 地方の 土 豪に 委任して おくう 

ちに、 荘園の 実権が 土 豪の 手に うつ つて 武家が 興り、 

ちょ ラらく 

貴族 は 凋落 する に 至る。 



が だまされたり、 だまされなかったり、 得になる もの 

は 良く、 損になる もの は 悪い。 損得の 鬼 だ。 これが 奈 

良 朝の 昔から 今に 至る 一 貫した 農村の 性格 だ。 

いつだつ たか、 結 城 哀草果 氏の 随筆で 読んだ 話 だが、 

氏の 村の A という 農民が 山へ 仕事に 行く と 林の 中に 誰 

だか 首 をく くって ブラ 下って いるものが ある。 別に 心 

にもと めず 一日の 仕事 を 終えて 帰って くると、 その 翌 

日 だか 何日 か 後 だか 今度 は B という 農民が やっぱり 山 

へ 仕事に 行つ て 例の ぶら 下った 首く くり を 見て これ も 

気に もとめず 一日の 仕事 を 終えて 帰って くる。 ある 日 

二人が 会って、 山の 仕事の 話 をして いるう ちに、 ふと 



て 逃げ だして 申告す るか だが、 怖くても 逃げて 申告す 

るの が 損の ようで 気が 進まない ので、 怖い の を 我慢の 

上で 一 日の 仕事 をす ましてき て 素知らぬ顔 をして いる _ 

越後の 農村の 諺に、 女が 二人 会って 一 時間 話 をす る 

と 五臓六腑まで さらけ て 見せて しまう、 というの が あ 

るそう だが、 農村の 女 は 自分 達が 正直で 五臓六腑まで 

さらけ て 見せた つもりで、 本当にそう 思い こんでいる 

の だから 始末が 悪い。 女が 二人 会えば 如何にも 本音 を 

吐いた ように 真実め かして 実は 化かし 合う もの だ、 と 

, J と わざ 

いうの は 我々 の 方の 諺 なの だが、 万事に つけて こう 

いう 風に あべこべで、 本人 達が 自分自身の 善良 さ を 信 



視 きこんでも 底 は 暗闇で 深さの 見当 もっかな いという 

か „< ぼく 

ところで、 崖の 両側から 大木の 枝 や 灌木の 小枝が さし 

かけて、 落ちた が 最後 アツと 一 声 落ちて 行く 姿す らも 

見え はせ ぬ。 もとより 落ちて 命の あろう 害 はない が、 

せめて 屍体で もなん とかした いと 思っても、 この 谷の 

深さで はどうし てよ いやら、 多勢の 郎党 どもう ろうろ 

相談して いると、 谷底の 方から ほのかに 人の 呼び声が 

する よう だ。 はてな、 殿 は 生きて おられる のじ やない 

か、 それ 呼べ、 というので 呼んで みると、 谷底から た 

しかに 返事が きこえて きて、 旅籠に 緦を 長く つけて 下 

してよ こせと 言う。 さて は 生きて おられる、 それ 旅籠 



と は、 と言うと、 殿様が 叱りつ けて、 馬鹿 を 言う もの 

ではない ぞ、 宝の 山へ 這 入って 空しく 引上げる 者が あ 

る ことか 受領 (国司) は 至る所に 土 をつ かめ と言うで 

はない か、 と 言った そうだ。 

この 話 は 昔から 国司 や 地頭の 貪慾 を 笑う 材料に 使わ 

れて おって、 今昔 物語に も、 この あと 尚 数 行 あり、 郎 

党が これに 答えて、 いかにも 御尤も、 我々 下 素 下郎と 

違って さすが 国 を 司る ほどの 御 方 は 命の 大事の 時に も 

あ 

慌てず 騒がず、 こうして 物 をつ かんで いらっしゃる、 

と 言って おだてながら 皮肉る 言葉が つけたして あるの 

だ。 



間と いう 奴が、 死んだ あとで は 土の 中へ うめられて 土 

に 還って しまう ので、 どうも、 これ は、 困った 因縁 だ。 

結局、 話が 人間と いう ことにな つて は、 私の 屁 理窟 や 

おしや ベリ はもう 及び もっかない。 とにかく 私 は 予定 

通リ、 土の 中から 生れて 来た 小さな 話 を 書きた してお 

こう。 



昔々 あると ころに (紀州 名 草 郡 桜 村な どと いう 人が 

ある) 物 部 麿と いう 百姓が あった。 ほかに とりたてて 

悪い ところ はない の だけれ ども、 酒が 好きだ。 それ か 



で 酒が 返せない の だから、 牛に 生れ 変って きて、 八 年 

しゃか さま 

間 働かねば なり ま せんぞ。 それ はちゃん とお 釈迦 様が 

経文に 説いて おいでになる ことで、 物 を かりて 返せな 

いうちに 死ぬ 時 は、 牛に 生れて きて 八 年間 働かねば な 

ら ぬと 申されて ある」 

「たった 二 斗の 酒ぐ らいに、 牛に 生れて 八 年と いうの 

はむ ごい ことで ございます。 どうか、 ごかん べん 下さ 

いまして」 

「いやいや。 飛んでも ない こと を 仰 有る もので はない _ 

ちゃんと 経文に ある こと だから、 仕方がな いと 思わつ 

しゃい。 それとも 地獄へ 落ちて 火に 焼かれ 氷に つけら 



毒な 様子で あるから、 和尚 も 不愍に なって、 まだ 三年 

あるのに、 もったいな いこと だと 思った が、 毎晚 キン 

タマ を 蹴られる の も 迷惑な 話 だから、 まァ、 このへん 

くどく 

で 勘弁して やる の も 功徳と いう ものだろう、 と 考えた _ 

「まだ 三年 も あるの だが、 見れば 涙な ど 流して 不愁な 

様子 だから、 特別に 慈悲 をして やろう。 こんな 慈悲と 

いう もの は、 よくよく 果報な 者で ない と 受けられる も 

ので はない が、 それと いうの もお 前の 運が よかった の 

だから、 幸せ を 忘れぬ がよ い。 さァ、 好きな ところへ 

行く がよ い」 

と、 さとして 許し を 与えて やる と、 牛 は 大変 よろこ 



に 意地の 悪い いたずら 者 だよ、 和尚さん は」 

女 は 馬鹿み たいに ァハハ ァハハ と 笑った。 和尚 はて 

れて、 ひきさがつ てきた。 

(初出 誌 不詳) 
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